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第６次（2015～2017 年）中期経営計画について 

 

当社はこのたび 2015～2017 年（平成 27～29 年）を実行期間とする中期経営計画を策定い

たしましたので、その概要をお知らせいたします。 

 

１．第６次中期経営計画の概要 

当社は 2014 年 7 月１日に株式交換により中央電気工業株式会社（以下「中央電気工業」）

と経営統合を果たし、新日本電工株式会社（以下「新日本電工」）として新たなスタートを

切りました。 

統合により新日鐵住金グループにおける重要性と供給責任が増大する中、両社共通の主

要事業である合金鉄事業について、当社主導で製造、販売、原料購買、物流といった各分

野の一体運営を開始しています。 

 

今般策定した第６次中期経営計画は本経営統合を契機として、これまでに新日本電工及

び中央電気工業がそれぞれ築き上げてきた経営資源を最大限に活用して、「総合力を結集し、

更なる飛躍への基盤強化」をテーマとして策定いたしました。 

 

「２ ＣＯＲＥＳ ｂｙ １」 

本中期経営計画期間中に、新日本電工と中央電気工業の完全統合を目指す。 

両社に共通するコア事業「合金鉄」と「機能材料」の収益力・競争力を一体となって強

化する。 

 

激しいビジネス環境の変化やグローバル化に対応できる人材の育成に力を注ぎ、環境の

変化にしなやかに対応できる効率的で活力ある組織を構築する。 

 

 

２．経営目標 

第６次中期経営計画の経営目標として、最終年度の 2017 年において 

hmasashi
東証マ－ク



連結売上高１,０７０億円、連結経常利益９５億円と設定しました。主力事業の合金鉄の収

益性を強化しながら、成長事業である機能材料の事業拡大を着実に進めることで 2012 年以

後停滞していた業績を再び成長軌道へと導きます。 

 

目標（２０１７年） 

連結売上高 １,０７０億円

連結経常利益 ９５億円

ＲＯＥ（株主資本利益率）      ８％以上

 

３．事業別の主要施策 

１）合金鉄事業 

 高炭素フェロマンガンは徹底的に操業効率を高め、収益の最大化を目指す。 

 ＳＬＰフェロマンガンは生産能力を現状年産４万トンから４万５千トンへ拡大し、高

級鋼向け需要を取り込む。 

 寡占化が懸念材料となっているマンガン鉱石については、2013 年に権益を取得した南

アフリカの Kudumane マンガン鉱山から年間１０万トン程度を購入し、当社の原料安定

調達の一翼とする。 

 

２）機能材料 

 電池材料の開発スピードを上げ成長市場のニーズを的確に捉えることにより、競争優

位性を確立する。 

 安定収益を上げるフェロボロンに加え、ジルコニアの新規需要の開拓等、積極的なマ

ーケティングを行う。 

 

３）環境システム事業 

 主要需要先の表面処理業界への販売を固めつつ、燃料電池分野などの新たな需要を開

拓する。 

 可搬式装置のレンタルというビジネスモデルに加え、設備案件の安定的獲得を目指す。 

 韓国に加え、新たな地域における海外展開を検討する。 

 

当社はこれらの施策を着実に実行していくと共に、本中期経営計画期間の中でグループの

成長とその価値を高めるべく、選択と集中による経営資源の最適配分の観点から事業ポー

トフォリオを再構築してまいります。また、完全統合によりさらなる経営効率化を図って

まいります。 

以 上 




